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■口座残高など、お取引状況についてのお問い合わせ
　お取引のある販売会社へお問い合わせください。
■当運用報告書についてのお問い合わせ
コールセンター　0120-88-2976
受付時間：午前9時～午後5時（土、日、祝・休日を除く）

当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／内外／債券

信託期間 2019年５月28日から2022年１月21日まで

運用方針 マザーファンドへの投資を通じて、主に世界の

企業が発行する高利回り社債に投資することに

より、高水準のインカムゲインの確保と信託財

産の成長を図ることを目的として運用を行います。

主要投資対象 当ファンドは以下のマザーファンドを主要投資

対象とします。

世界ＳＤＧｓハイインカム・マザーファンド

世界の企業が発行する高利回り社債

当ファンドの

運用方法

■マザーファンドへの投資を通じて、主に世界

の企業が発行する高利回り社債を中心に実質

的に投資することにより、高水準のインカム

ゲインの確保と信託財産の成長を目指します。

■マザーファンドにおいて米ドル建て以外の債

券等へ投資する場合は、対米ドルで為替取引

を行い、実質的に米ドル建てとすることを基

本とします。

■「為替ヘッジあり」では、実質組入外貨建資

産については原則として対円での為替ヘッジ

を行い、為替変動リスクの低減を目指します。

■銘柄の選定にあたっては、発行体のＳＤＧｓ

への貢献度に加え、信用力などのファンダメ

ンタルズ、バリュエーションおよび流動性等

を勘案します。

■実質的な運用はロベコ・インスティチュー

ショナル・アセット・マネジメント・ビー・

ヴィが行います。

組入制限 当ファンド

■株式への実質投資割合は、取得時において信

託財産の純資産総額の10％以内とします。

■外貨建資産への実質投資割合には制限を設け

ません。

世界ＳＤＧｓハイインカム・マザーファンド

■株式への投資割合は、取得時において信託財

産の純資産総額の10％以内とします。

■外貨建資産への投資割合には制限を設けません。

分配方針 ■年２回（原則として毎年２月および８月の10

日。休業日の場合は翌営業日）決算を行い、

分配金額を決定します。

■分配対象額は、経費控除後の利子、配当等収

益と売買益（評価損益を含みます。）等の範

囲内とします。

■分配金額は、委託会社が基準価額水準、市況

動向等を勘案して決定します。

※委託会社の判断により分配を行わない場合も

あるため、将来の分配金の支払いおよびその

金額について保証するものではありません。

資産成長型は複利効果による信託財産の成長

を優先するため、分配を極力抑制します。

（基準価額水準、市況動向等によっては変更

する場合があります。）

世界ＳＤＧｓハイインカム・ファンド
（為替ヘッジあり　資産成長型）
【繰上償還 運用報告書（全体版）】

（2021年８月11日から2022年１月21日まで）

第６ 期

償還日 2022年１月21日

受益者の皆さまへ

平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上

げます。

当ファンドはマザーファンドへの投資を通じて、

主に世界の企業が発行する高利回り社債に投資す

ることにより、高水準のインカムゲインの確保と

信託財産の成長を図ることを目的として運用を行

いました。ここに当期の運用状況等をご報告いた

します。

皆さまのご愛顧ありがとうございました。
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世界ＳＤＧｓハイインカム・ファンド（為替ヘッジあり　資産成長型）

原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位

未満の数値については小数を表記する場合があります。

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

（参 考 指 数）
ブ ル ー ム バ ー グ ・
グローバル・ハイイールド社債
インデックス（米ドルヘッジ）

公 社 債
組入比率

純 資 産
総 額

（分配落） 税 込
分 配 金

期 中
騰 落 率

期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
２期（2020年２月10日） 10,571 0 3.5 107.08 5.1 93.7 619

３期（2020年８月11日） 10,440 0 △1.2 107.11 0.0 96.5 596

４期（2021年２月10日） 10,880 0 4.2 114.61 7.0 96.6 620

５期（2021年８月10日） 10,961 0 0.7 117.11 2.2 95.8 611

（償　還　日） (償還価額)
６期（2022年１月21日） 10,834.24 0 △1.2 116.21 △0.8 － 557

※基準価額の騰落率は分配金込み。

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。

※参考指数は、当報告書作成時に知りえた情報をもとに当社が独自に計算し、設定時を100として、指数化しています。なお、基準価額の反

映を考慮した日付の値を使用しています。

※指数の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファンドの運営に何ら関与

するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。

※参考指数は市場の動きを示す目的で記載しており、当ファンドが当該参考指数を意識して運用しているわけではありません。

当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額

（参 考 指 数）
ブ ル ー ム バ ー グ ・
グローバル・ハイイールド社債
インデックス（米ドルヘッジ）

公 社 債
組 入 比 率

騰 落 率 騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％ ％
2021年８月10日 10,961 － 117.11 － 95.8

８月末 11,011 0.5 117.75 0.5 96.3

９月末 10,981 0.2 117.55 0.4 95.5

10月末 10,898 △0.6 116.91 △0.2 93.2

11月末 10,779 △1.7 115.92 △1.0 95.3

12月末 10,848 △1.0 117.54 0.4 －

（償　還　日） (償還価額)
2022年１月21日 10,834.24 △1.2 116.21 △0.8 －

※騰落率は期首比です。

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。
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世界ＳＤＧｓハイインカム・ファンド（為替ヘッジあり　資産成長型）

設定以来の運用状況（設定日（2019年５月28日）から償還日（2022年１月21日）まで）

設定以来の基準価額の推移

前期までの運用の概略（設定日（2019年５月28日）から第５期末（2021年８月10日）まで）

　当ファンドは、世界ＳＤＧｓハイインカム・マザーファンドへの投資を通じて、主に世界の企
業が発行する高利回り社債に投資を行いました。また、実質組入外貨建資産については原則とし
て対円での為替ヘッジを行いました。

上昇要因

・ハイイールド社債のスプレッドが縮小したこと

・個別では、米国の動画配信大手であるNetflixが、好業績により投資適格に格上

げされたこともあり、社債価格が上昇したこと

下落要因
・新型コロナウイルスの影響による多くのイベントの中止により、米国のスポーツ

放映権を保有しているDiamond Sportsの社債価格が下落したこと
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世界ＳＤＧｓハイインカム・ファンド（為替ヘッジあり　資産成長型）

１ 運用経過
基準価額等の推移について（2021年８月11日から2022年１月21日まで）

基準価額等の推移

※参考指数は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

10,600

10,700

10,800

10,900

11,000

11,100

11,200

0

500

1,000
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純資産総額（百万円）: 右軸

参考指数 : 左軸

基準価額（円）: 左軸

期　　首 10,961円

償 還 日 10,834円24銭

騰 落 率 －1.2％

※当ファンドの参考指数は、ブルームバーグ・グローバル・ハイイールド社債インデックス（米ドルヘッジ）です。
※指数の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファン

ドの運営に何ら関与するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。
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世界ＳＤＧｓハイインカム・ファンド（為替ヘッジあり　資産成長型）

基準価額の主な変動要因（2021年８月11日から2022年１月21日まで）

　当ファンドは、世界ＳＤＧｓハイインカム・マザーファンドへの投資を通じて、主に世界の企
業が発行する高利回り社債に投資を行いました。また、実質組入外貨建資産については原則とし
て対円での為替ヘッジを行いました。

上昇要因
●新型コロナウイルスのまん延で通常の患者数が減る逆風下でも堅調な業績となったこと

により、米国の病院運営持ち株会社であるHCA Inc.の社債価格が上昇したこと

下落要因
●新型コロナウイルスの影響による多くのイベントの中止により、米国のスポーツ放映権

を保有しているDiamond Sportsの社債価格が下落したこと
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世界ＳＤＧｓハイインカム・ファンド（為替ヘッジあり　資産成長型）

投資環境について（2021年８月11日から2022年１月21日まで）

グローバル・ハイイールド社債市場はやや下落しました。

ポートフォリオについて（2021年８月11日から2022年１月21日まで）

当ファンド

　主要投資対象である世界ＳＤＧｓハイイ
ンカム・マザーファンドを高位に組み入れ
ました。また、実質組入外貨建資産につい
ては原則として対円での為替ヘッジを行い
ました。

世界ＳＤＧｓハイインカム・
マザーファンド

　バリュエーション（投資価値評価）等をふ
まえて、ポートフォリオのベータ（市場リ
ターンへの感応度）を１未満としました。
　質の高いハイイールド社債を中心とした
保守的なポートフォリオを維持して、ＳＤＧｓ
の観点からエネルギーなどのセクターをア
ンダーウェイトとしました。
　償還に向けて、2021年12月中に保有銘柄
をすべて売却しました。

グローバル・ハイイールド社債市場

　新型コロナウイルスのオミクロン型によ
る感染拡大への懸念から投資家のリスク・
オフ（リスク回避）がみられたものの、その
重症化リスクは当初懸念されていたほどで
はないという認識が広がりました。
　スプレッド（国債に対する上乗せ金利）は
横ばいでした。
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世界ＳＤＧｓハイインカム・ファンド（為替ヘッジあり　資産成長型）

※基準価額は分配金再投資ベース
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ベンチマークとの差異について（2021年８月11日から2022年１月21日まで）

基準価額と参考指数の騰落率対比
　当ファンドは運用の指標となるベンチマー
クはありませんが、参考指数としてブルーム
バーグ・グローバル・ハイイールド社債イン
デックス（米ドルヘッジ）を設けています。
　左のグラフは、基準価額と参考指数の騰落
率の対比です。

分配金について（2021年８月11日から2022年１月21日まで）

　償還のため、該当事項はございません。

３ お知らせ
約款変更について

　該当事項はございません。

２ 今後の運用方針
　償還のため、該当事項はございません。
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世界ＳＤＧｓハイインカム・ファンド（為替ヘッジあり　資産成長型）

１万口当たりの費用明細（2021年８月11日から2022年１月21日まで）

項　目 金額 比率 項目の概要

（a） 信 託 報 酬 81円 0.746％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
期中の平均基準価額は10,912円です。

投信会社:ファンド運用の指図等の対価
販売会社:交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの

管理、購入後の情報提供等の対価
受託会社:ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実

行等の対価

（投 信 会 社） （42） （0.385）

（販 売 会 社） （38） （0.346）

（受 託 会 社） （2） （0.015）

（b） 売買委託手数料 － － 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料:有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料（株 式） （－） （－）

（先物・オプション） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（c） 有価証券取引税 － － 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税:有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金（株 式） （－） （－）

（公 社 債） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（d） そ の 他 費 用 3 0.023 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用:海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および

資金の送回金・資産の移転等に要する費用
監査費用:監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他:信託事務の処理等に要するその他費用

（保 管 費 用） （1） （0.012）

（監 査 費 用） （－） （－）

（そ の 他） （1） （0.011）

合 計 84 0.769

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法によ
り算出しています。

※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
※売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額

のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
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世界ＳＤＧｓハイインカム・ファンド（為替ヘッジあり　資産成長型）

参考情報 総経費率（年率換算）

※各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したもので、原則とし
て、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。

※各比率は、年率換算した値（小数点以下第２位未満を四捨五入）です。
※上記の前提条件で算出しているため、「１万口当たりの費用明細」の各比率とは、値が異なる場合が

あります。なお、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託
手数料および有価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基
準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率換算）は1.71％です。

総経費率
1.71％

運用管理費用（投信会社）

0.86％

運用管理費用（販売会社）

0.77％

運用管理費用（受託会社）

0.03％

その他費用

0.05％
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世界ＳＤＧｓハイインカム・ファンド（為替ヘッジあり　資産成長型）

当期中の売買及び取引の状況（2021年８月11日から2022年１月21日まで）

親投資信託受益証券の設定、解約状況

設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
世界ＳＤＧｓハイインカム・マザーファンド 4,125 4,921 529,341 639,470

利害関係人との取引状況等（2021年８月11日から2022年１月21日まで）

当期中における利害関係人との取引等はありません。
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

組入れ資産の明細（2022年１月21日現在）

親投資信託残高

種 類
期 首(前期末) 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
世界ＳＤＧｓハイインカム・マザーファンド 525,215 － －

投資信託財産の構成� （2022年１月21日現在）

項 目
期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 561,808 100.0

投 資 信 託 財 産 総 額 561,808 100.0

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
（2021年８月11日から2022年１月21日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。

自社による当ファンドの設定・解約状況（2021年８月11日から2022年１月21日まで）

期 首 残 高
（元 本）

当 期 設 定
元 本

当 期 解 約
元 本

期 末 残 高
（元 本） 取 引 の 理 由

百万円 百万円 百万円 百万円
490 － － 490 当初設定時または当初運用時における取得等
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世界ＳＤＧｓハイインカム・ファンド（為替ヘッジあり　資産成長型）

資産、負債、元本及び償還価額の状況
（2022年１月21日現在）

項 目 償 還 時

(A) 資 産 561,808,522円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 561,808,522

(B) 負 債 4,482,481

未 払 信 託 報 酬 4,478,698

未 払 利 息 3,783

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 557,326,041

元 本 514,411,685

償 還 差 損 益 金 42,914,356

(D) 受 益 権 総 口 数 514,411,685口

１万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 10,834円24銭

※当期における期首元本額558,318,429円、期中追加設定元本額0

円、期中一部解約元本額43,906,744円です。

※上記表中の償還差損益金がマイナス表示の場合は、当該金額が

投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する

額（元本の欠損）となります。

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり償還価額が、投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に

規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな

ります。

損益の状況
（自2021年８月11日　至2022年１月21日）

項 目 当 期
(A) 配 当 等 収 益 △     3,824円

受 取 利 息 3
支 払 利 息 △     3,827

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △ 2,056,046
売 買 益 29,890,366
売 買 損 △31,946,412

(C) 信 託 報 酬 等 △ 4,478,698
(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 6,538,568
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 48,690,924
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 762,000

(配 当 等 相 当 額) (　   933,132)
(売 買 損 益 相 当 額) (△   171,132)

(G) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 42,914,356
償 還 差 損 益 金(Ｇ) 42,914,356

※株式投信の信託報酬等には消費税等相当額が含まれており、公

社債投信には内訳の一部に消費税等相当額が含まれています。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※投資信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託

するために要する費用として、信託報酬の中から支弁している

額は1,288,604円です。

上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。

投資信託財産運用総括表

信 託 期 間
投資信託契約締結日 2019 年 ５ 月 28 日 投資信託契約終了時の状況
投資信託契約終了日 2022 年 １ 月 21 日 資 産 総 額 561,808,522円

区 分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減又は追加信託 負 債 総 額 4,482,481円

受益権口数 490,000,000口 514,411,685口 24,411,685口
純資産総額 557,326,041円
受益権口数 514,411,685口

元 本 額 490,000,000円 514,411,685円 24,411,685円 １万口当たり
償 還 金 10,834円24銭

毎計算期末の状況

計 算 期 元 本 額 純 資 産 総 額 基 準 価 額
１万口当たり分配金

金 額 分 配 率
円 円 円 円 ％

第 １ 期 594,570,022 607,428,895 10,216 0 0.00
第 ２ 期 586,148,064 619,590,149 10,571 0 0.00
第 ３ 期 571,531,914 596,693,467 10,440 0 0.00
第 ４ 期 570,355,685 620,539,941 10,880 0 0.00
第 ５ 期 558,318,429 611,992,252 10,961 0 0.00
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世界ＳＤＧｓハイインカム・マザーファンド
第４期（2021年８月11日から2022年１月20日まで）

信託期間 2019年５月28日から2022年１月20日まで

運用方針 ■世界の企業が発行する高利回り社債を主要投資対象とします。
■組入外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジは行いません。
■運用指図にかかる権限をロベコ・インスティチューショナル・アセット・マネジメント・ビー・
ヴィへ委託します。

原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位

未満の数値については小数を表記する場合があります。

設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

（参 考 指 数）
ブ ル ー ム バ ー グ ・
グローバル・ハイイールド
社 債 イ ン デ ッ ク ス
（米ドルヘッジ、円換算）

公 社 債
組 入 比 率

純 資 産
総 額

期 中
騰 落 率

期 中
騰 落 率

（設　定　日） 円 ％ ％ ％ 百万円
2019年５月28日 10,000 － 100.00 － － 1,000

１期（2019年８月13日） 9,930 △ 0.7 98.04 △ 2.0 95.4 1,685

２期（2020年８月11日） 10,546 6.2 103.79 5.9 96.6 1,924

３期（2021年８月10日） 11,743 11.4 117.95 13.6 95.0 1,530

(償　還　日) (償還価額)
４期（2022年１月20日） 12,082.32 2.9 121.19 2.7 － 1,237

※参考指数は、当報告書作成時に知りえた情報をもとに当社が独自に計算し、設定時を100として、指数化しています。なお、基準価額の反

映を考慮した日付の値を使用しています。

※指数の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファンドの運営に何ら関与

するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。

※参考指数は市場の動きを示す目的で記載しており、当ファンドが当該参考指数を意識して運用しているわけではありません。
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世界ＳＤＧｓハイインカム・マザーファンド

当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額

（参 考 指 数）
ブ ル ー ム バ ー グ ・
グ ロ ー バ ル ・ ハ イ イ ー ル ド
社 債 イ ン デ ッ ク ス
（米 ド ル ヘ ッ ジ 、 円 換 算）

公 社 債
組 入 比 率

騰 落 率 騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％ ％
2021年８月10日 11,743 － 117.95 － 95.0

８月末 11,760 0.1 118.11 0.1 96.4

９月末 11,960 1.8 120.07 1.8 93.0

10月末 12,073 2.8 121.28 2.8 93.2

11月末 11,971 1.9 120.37 2.0 95.3

12月末 12,085 2.9 123.39 4.6 －

（償　還　日） (償還価額)

2022年１月20日 12,082.32 2.9 121.19 2.7 －

※騰落率は期首比です。
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世界ＳＤＧｓハイインカム・マザーファンド

設定以来の運用状況（設定日（2019年５月28日）から償還日（2022年１月20日）まで）

設定以来の基準価額の推移

前期までの運用の概略（設定日（2019年５月28日）から第３期末（2021年８月10日）まで）

　当ファンドは、主に世界の企業が発行する高利回り社債に投資を行いました。

上昇要因

・ハイイールド社債のスプレッドが縮小したこと

・個別では、米国の動画配信大手であるNetflixが、好業績により投資適格に格上

げされたこともあり、社債価格が上昇したこと

・為替が、米ドル高・円安となったこと

下落要因
・新型コロナウイルスの影響による多くのイベントの中止により、米国のスポーツ

放映権を保有しているDiamond Sportsの社債価格が下落したこと
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8,000

10,000

12,000

14,000

設定日 '21 償還日'20

基準価額（円）
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世界ＳＤＧｓハイインカム・マザーファンド

１ 運用経過

基準価額等の推移について（2021年８月11日から2022年１月20日まで）

基準価額等の推移

期 首 11,743円

償 還 日 12,082円32銭

騰 落 率 ＋2.9％

※参考指数は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

※当ファンドの参考指数は、ブルームバーグ・グローバル・ハイイールド社債インデックス（米ドルヘッジ、円換算）
です。

※指数の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファン
ドの運営に何ら関与するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。

基準価額の主な変動要因（2021年８月11日から2022年１月20日まで）

　当ファンドは、主に世界の企業が発行する高利回り社債に投資を行いました。

上昇要因

・新型コロナウイルスのまん延で通常の患者数が減る逆風下でも堅調な業績となっ

たことにより、米国の病院運営持ち株会社であるHCA Inc.の社債価格が上昇した

こと

・為替が米ドル高・円安となったこと

下落要因
・新型コロナウイルスの影響による多くのイベントの中止により、米国のスポーツ

放映権を保有しているDiamond Sportsの社債価格が下落したこと
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世界ＳＤＧｓハイインカム・マザーファンド

投資環境について（2021年８月11日から2022年１月20日まで）

グローバル・ハイイールド社債市場はやや下落しました。為替市場は、円安となりました。

グローバル・ハイイールド社債市場

　新型コロナウイルスのオミクロン型による感染拡大への懸念から投資家のリスク・オフ（リス

ク回避）がみられたものの、その重症化リスクは当初懸念されていたほどではないという認識が

広がりました。

　スプレッド（国債に対する上乗せ金利）は横ばいでした。

為替市場

　期間末の米ドル・円は、期間の初めと比較して円安となりました。

　世界的な景気回復への期待の高まりや、米国の金融政策正常化の前倒し観測により日米の金利

差が意識されたことなどから、対米ドルで円安となりました。

ポートフォリオについて（2021年８月11日から2022年１月20日まで）

　バリュエーション（投資価値評価）等をふまえて、ポートフォリオのベータ（市場リターンへ

の感応度）を１未満としました。

　質の高いハイイールド社債を中心とした保守的なポートフォリオを維持して、ＳＤＧｓの観点

からエネルギーなどのセクターをアンダーウェイトとしました。

　償還に向けて、2021年12月中に保有銘柄をすべて売却しました。
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世界ＳＤＧｓハイインカム・マザーファンド

ベンチマークとの差異について（2021年８月11日から2022年１月20日まで）

基準価額と参考指数の騰落率対比

２ 今後の運用方針

　償還のため、該当事項はございません。
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　当ファンドは運用の指標となるベンチマー

クはありませんが、参考指数としてブルーム

バーグ・グローバル・ハイイールド社債イン

デックス（米ドルヘッジ、円換算）を設けて

います。

　左のグラフは、基準価額と参考指数の騰落

率の対比です。
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世界ＳＤＧｓハイインカム・マザーファンド

１万口当たりの費用明細（2021年８月11日から2022年１月20日まで）

項 目 金 額 比 率 項 目 の 概 要

(a) そ の 他 費 用 5円 0.042％ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用：海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金

の送回金・資産の移転等に要する費用
そ の 他：信託事務の処理等に要するその他費用

（保 管 費 用） (4) (0.031)

（そ の 他） (1) (0.012)

合 計 5 0.042

期中の平均基準価額は11,970円です。

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。

※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

※各項目毎に円未満は四捨五入しています。

当期中の売買及び取引の状況（2021年８月11日から2022年１月20日まで）

公社債

買 付 額 売 付 額

外

国

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル

ア メ リ カ 社 債 券 262 9,004
(  571)

千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド
イ ギ リ ス 社 債 券 － 108

ユ ー ロ 千ユーロ 千ユーロ

オ ラ ン ダ 社 債 券 － 300

ベ ル ギ ー 社 債 券 － 96

ルクセンブルグ 社 債 券 － 83

フ ラ ン ス 社 債 券 98 416

ド イ ツ 社 債 券 － 311

ス ペ イ ン 社 債 券 － 197

イ タ リ ア 社 債 券 － 310

オーストリア 社 債 券 － 208

そ の 他 社 債 券 － 1,047
(  100)

※金額は受渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。）

※（　）内は償還等による減少分で、上段の数字には含まれておりません。

※社債券には新株予約権付社債（転換社債）は含まれておりません。

※管理上の都合により、一部の銘柄において属性が変わっている場合があります。
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世界ＳＤＧｓハイインカム・マザーファンド

利害関係人との取引状況等（2021年８月11日から2022年１月20日まで）

当期中における利害関係人との取引等はありません。
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
（2021年８月11日から2022年１月20日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。

組入れ資産の明細（2022年１月20日現在）

償還日現在の組入れはありません。

投資信託財産の構成� （2022年１月20日現在）

項 目
期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 1,237,102 100.0

投 資 信 託 財 産 総 額 1,237,102 100.0
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世界ＳＤＧｓハイインカム・マザーファンド

資産、負債、元本及び償還価額の状況
（2022年１月20日現在）

項 目 償 還 時

(A) 資 産 1,237,102,375円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 1,237,102,375

(B) 負 債 26,137

未 払 解 約 金 20,895

未 払 利 息 2,189

そ の 他 未 払 費 用 3,053

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 1,237,076,238

元 本 1,023,873,208

償 還 差 損 益 金 213,203,030

(D) 受 益 権 総 口 数 1,023,873,208口

１万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 12,082円32銭

※当期における期首元本額1,303,665,396円、期中追加設定元本額

8,026,346円、期中一部解約元本額287,818,534円です。

※上記表中の償還差損益金がマイナス表示の場合は、当該金額が

投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する

額（元本の欠損）となります。

※期末における元本の内訳は以下の通りです。

世界ＳＤＧｓハイインカム・ファンド（為替ヘッジあり　毎月分配型）� 430,558,853円

世界ＳＤＧｓハイインカム・ファンド（為替ヘッジなし　毎月分配型）� 67,303,256円

世界ＳＤＧｓハイインカム・ファンド（為替ヘッジあり　資産成長型）� 463,123,403円

世界ＳＤＧｓハイインカム・ファンド（為替ヘッジなし　資産成長型）� 62,887,696円

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり償還価額が、投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に

規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな

ります。

損益の状況
（自2021年８月11日　至2022年１月20日）

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 21,827,826円

受 取 利 息 21,877,683

そ の 他 収 益 金 7,586

支 払 利 息 △     57,443

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 22,216,188

売 買 益 55,697,289

売 買 損 △ 33,481,101

(C) そ の 他 費 用 等 △    615,195

(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 43,428,819

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 227,260,246

(F) 解 約 差 損 益 金 △ 59,033,514

(G) 追 加 信 託 差 損 益 金 1,547,479

(H) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 213,203,030

償 還 差 損 益 金(Ｈ) 213,203,030

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を

差し引いた差額分をいいます。

お知らせ
＜約款変更について＞

　該当事項はございません。


